
坪
内
稔
典
さ
ん
と
は
、
昔
か
ら
よ
く
話
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
と
も

に
、
大
学
院
で
国
崎
望
久
太
郎
先
生
に
つ
い
て
学
び
、
稔
典
さ
ん
は
国
崎
先

生
か
ら
「
正
岡
子
規
」
研
究
を
示
唆
さ
れ
、
私
は
「
斎
藤
茂
吉
」
研
究
を
示

唆
さ
れ
、
今
日
ま
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

あ
る
時
、
対
談
か
鼎
談
を
し
て
い
た
時
、
．
句
の
俳
句
」
の
背
景
に
い

る
作
者
と
、
「
一
首
の
短
歌
」
の
背
景
に
い
る
作
者
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と

が
あ
る
。
私
は
．
首
」
の
背
景
の
作
者
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
短
歌
の
場

合
は
、
六
、
七
割
ぐ
ら
い
実
像
と
虚
像
を
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
言

っ
た
の
に
対
し
、
稔
典
さ
ん
は
。
句
」
の
背
景
の
作
者
に
つ
い
て
、
お
お

よ
そ
二
、
三
割
く
ら
い
し
か
作
者
の
〈
私
〉
の
実
像
と
虚
像
は
言
い
当
て
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
と
言
っ
た
。

は
は
ぁ
－
、
こ
れ
が
五
七
五
七
七
の
「
短
歌
」
と
、
五
七
五
の
「
俳
句
」

の
形
式
の
大
き
な
違
い
で
あ
り
、
短
歌
と
俳
句
の
〈
私
性
〉
の
違
い
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
た
こ
と
で
あ
る
。

稔
典
さ
ん
は
「
俳
句
の
根
拠
」
に
つ
い
て
「
私
は
、
俳
句
は
過
渡
の
詩
だ

と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
る
。
人
間
そ
の
も
の
が
常
に
過
渡
と
し
て
存
在
す

〔
書
評
〕

坪
内
稔
典
編
『
現
代
俳
句
入
門
』

る
と
考
え
れ
ば
、
俳
句
だ
け
を
こ
と
さ
ら
に
過
渡
の
詩
と
言
う
必
要
は
な

い
。
し
か
し
、
俳
句
は
、
過
渡
の
詩
と
み
な
す
と
き
、
つ
ま
り
、
人
の
存
在

の
過
渡
性
に
即
き
、
そ
の
過
渡
性
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
と
き
、
そ
の
存
在
の

理
由
が
も
っ
と
も
鮮
明
す
る
と
思
わ
れ
る
」
（
「
俳
句
の
根
拠
」
静
地
社
）

と
、
常
々
公
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
短
歌
の
〈
私
〉
が
、
作
者
の
人
格

を
一
首
の
背
後
に
し
っ
か
り
と
刻
印
す
る
の
に
対
し
て
、
俳
句
の
〈
私
〉

は
、
生
き
て
あ
る
現
在
を
ジ
グ
ザ
グ
し
な
が
ら
渡
り
、
過
渡
な
る
人
間
と
し

て
瞬
間
、
瞬
間
に
変
形
し
て
い
く
〈
私
〉
を
点
描
さ
せ
て
一
句
を
完
成
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
本
書
の
大
き
な
四
つ
の
「
目
次
」
を
示
し
て
お
こ
う
。

口
承
の
文
学
ｌ
俳
句
と
は
何
か
（
七
～
五
○
頁
）

乱
反
射
ｌ
俳
句
の
現
在
（
五
一
～
一
○
○
頁
）

は
ま
な
す
の
沖
ｌ
時
代
と
俳
句
（
一
○
一
～
一
五
四
頁
）

甘
納
豆
と
ひ
な
人
形
ｌ
句
作
の
現
場
（
一
五
五
～
一
八
六
頁
）

「
口
承
の
文
学
ｌ
俳
句
と
は
何
か
」
で
は
、
俳
句
の
特
徴
を
「
口
承
性
」

に
置
き
「
俳
句
の
口
承
性
は
《
こ
れ
で
も
俳
句
か
。
で
も
な
ん
と
な
く
心
ひ

安
森
敏
隆
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か
れ
る
な
あ
》
と
い
う
句
に
お
い
て
、
実
は
最
も
活
力
を
帯
び
て
い
る
。
そ

の
口
承
性
の
活
力
に
触
れ
る
こ
と
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
俳
句
の
面
白
さ
で

あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
俳
句
の
特
徴
を
「
口
承
性
」
に
見
、
「
歌
謡
」

や
「
諺
」
や
「
格
言
」
な
ど
の
表
現
や
俗
語
に
よ
る
発
想
を
念
頭
に
、
「
俳

句
と
は
何
か
」
を
面
白
く
、
わ
か
り
や
す
く
論
述
し
て
い
る
。

「
乱
反
射
ｌ
俳
句
の
現
在
」
で
は
、
四
人
の
友
人
の
論
文
ｌ
宇
多
喜

代
子
「
個
の
凍
結
と
そ
の
時
代
ｌ
昭
和
四
十
年
代
の
問
題
」
、
足
立
悦
男

「
〈
私
〉
の
居
な
い
場
所
」
、
仁
平
勝
「
〈
発
句
〉
の
変
貌
ｌ
切
字
論
・
序

説
」
、
夏
石
番
矢
「
戦
後
俳
句
と
西
洋
詩
の
交
差
ｌ
高
柳
重
信
と
翻
訳
詩
」

の
、
優
れ
て
刺
激
的
な
俳
句
論
を
載
せ
て
い
る
。

「
は
ま
な
す
の
沖
ｌ
時
代
と
俳
句
」
は
、
昭
和
五
七
年
か
ら
昭
和
五
八

年
に
か
け
て
「
日
刊
新
愛
媛
」
に
掲
載
し
た
氏
の
俳
句
を
中
心
に
し
て
書
か

れ
た
「
時
評
」
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の
「
祝
祭
的
な
言
語
空
間
」

（
昭
和
五
七
年
一
一
月
二
二
日
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
稔
典
氏
の
出
身
の

〈
伊
予
の
俳
句
〉
に
言
及
し
な
が
ら
、
俳
句
の
交
流
の
場
に
つ
い
て
「
明
治

期
の
麻
生
村
の
そ
の
チ
ラ
シ
に
よ
る
と
、
優
秀
句
は
、
金
刀
毘
羅
宮
へ
奉
納

さ
れ
、
金
蒔
絵
の
盆
、
伊
予
縞
、
木
綿
、
こ
う
も
り
傘
な
ど
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
投
句
の
取
り
つ
ぎ
所
は
、
村
の
酒
屋
や
紺
屋
で
あ
っ

た
。
今
日
の
各
種
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
同
様
に
、
俳
譜
の
場

は
祝
祭
的
な
も
の
と
し
て
人
々
に
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
、
俳
句

の
披
講
の
現
場
が
祝
祭
的
な
場
と
祝
祭
的
な
言
語
空
間
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
た
こ
と
を
語
り
、
単
な
る
「
時
評
」
を
超
え
た
俳
句
論
と
し
て
、
ま
た

高
校
生
た
ち
の
「
俳
句
甲
子
園
」
を
推
進
し
て
い
く
実
作
者
と
し
て
の
姿
が

坪
内
稔
典
編
『
現
代
俳
句
入
門
」

佑
佛
し
て
く
る
章
で
も
あ
る
。

「
甘
納
豆
と
ひ
な
人
形
ｌ
句
作
の
現
場
」
は
、
「
三
月
の
甘
納
豆
の
う
ふ

ふ
ふ
ふ
」
等
の
自
作
を
取
り
上
げ
、
当
時
、
六
年
生
の
愛
娘
が
変
形
さ
せ
て

作
っ
た
「
三
月
の
ひ
な
人
形
の
う
ふ
ふ
ふ
ふ
」
と
比
較
し
た
り
、
俳
句
の
口

承
性
や
類
型
性
や
伝
播
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
り
し
な
が
ら
、
俳
人
・
稔
典

の
日
常
を
縦
横
に
語
り
、
句
作
の
現
場
と
俳
句
の
読
み
の
柔
軟
性
を
面
白
く

披
歴
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
坪
内
稔
典
編
「
現
代
俳
句
入
門
」
は
、
も
と
も
と
私
の
愛
蔵
す
る
本

で
あ
る
が
、
「
あ
と
が
き
」
の
日
付
が

．
九
八
五
年
二
月
二
十
日
」

で
あ
り
、
い
ま
よ
り
二
十
五
年
前
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
以
降
の
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
今
回
ま
で
「
版
」
を
重
ね
て
き
て
い
る
本
で
あ
る
こ

と
を
付
記
し
て
お
く
。

最
初
に
出
版
さ
れ
た
の
は
昭
和
六
十
年
七
月
で
あ
る
。
そ
の
後
、
「
二
刷
」

が
平
成
三
年
八
月
、
そ
し
て
「
三
刷
」
が
平
成
二
十
年
八
月
（
こ
の
時
よ
り

並
製
本
に
な
っ
た
）
で
、
今
回
の
が
「
四
刷
」
目
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る

が
、
出
版
社
か
取
次
店
の
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
、
こ
の
四
刷
り
に
つ
い

て
も
「
後
付
」
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
惜
し
ま
れ
る
。

（
平
成
二
一
年
八
月
三
日
発
行
、
株
式
会
社
仲
積
社
、
一
八
○
○
円
十
税
、

一
八
七
ペ
ー
ジ
）

（
や
す
も
り
・
と
し
た
か
同
志
社
女
子
大
学
教
授
）
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